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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】本来有する電力を出力することができる太陽電
池モジュールを提供する。
【解決手段】太陽電池モジュールは、１又は複数の太陽
電池セルＣがそれぞれ直列に接続されて複数のセル群Ｃ
Ｇが構成され、該複数のセル群がそれぞれ中間電極配線
Ｌａによって接続されて２つのストリングＳが構成され
、該２つのストリングが並列に接続されている。２つの
ストリングのうち、一方の第１ストリングにおける太陽
電池セルのセル数と、他方の第２ストリングにおける太
陽電池セルのセル数とが等しい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１又は複数の太陽電池セルがそれぞれ直列に接続されて複数のセル群が構成され、該複
数のセル群がそれぞれ中間電極配線によって接続されて２つのストリングが構成され、該
２つのストリングが並列に接続され、
　前記２つのストリングのうち、一方の第１ストリングにおける前記太陽電池セルのセル
数と、他方の第２ストリングにおける前記太陽電池セルのセル数とが等しいことを特徴と
する太陽電池モジュール。
【請求項２】
　請求項１に記載の太陽電池モジュールであって、
　前記第１ストリングにおける前記太陽電池セル及び前記第２ストリングにおける前記太
陽電池セルが太陽電池モジュール本体の所定の列設方向に列設され、前記第１ストリング
及び前記第２ストリングが前記列設方向に直交する直交方向に並設され、前記複数のセル
群の少なくとも一方側に接続される端部電極配線が前記太陽電池モジュール本体の前記列
設方向における少なくとも一方側の端部に設けられていることを特徴とする太陽電池モジ
ュール。
【請求項３】
　請求項２に記載の太陽電池モジュールであって、
　前記太陽電池モジュール本体の前記列設方向における一方側の端部に設けられる前記端
部電極配線が前記直交方向に沿って設けられていることを特徴とする太陽電池モジュール
。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までの何れか１つに記載の太陽電池モジュールであって、
　前記第１ストリング及び前記第２ストリングにおける前記太陽電池セルのうち少なくと
も１つが分割セルで構成されていることを特徴とする太陽電池モジュール。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までの何れか１つに記載の太陽電池モジュールであって、
　太陽電池モジュール本体が直角の角部及び直角以外の角度の角部を有する多角形状に形
成されていることを特徴とする太陽電池モジュール。
【請求項６】
　請求項５に記載の太陽電池モジュールであって、
　前記多角形状は、３つの直角の角部を有する五角形状、２つの直角の角部を有する四角
形状又は直角三角形状であることを特徴とする太陽電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　太陽電池モジュールとして、例えば、１又は複数の太陽電池セルがそれぞれ直列に接続
されて複数のセル群が構成され、該複数のセル群がそれぞれ中間電極配線によって接続さ
れて２つのストリングが構成され、該２つのストリングが並列に接続される場合、次のよ
うな不都合がある。
【０００３】
　すなわち、このような太陽電池モジュールでは、２つのストリングのうち、一方のスト
リングにおける太陽電池セルのセル数と、他方のストリングにおける太陽電池セルのセル
数とが異なっている場合、一方のストリングと他方のストリングとで電圧が異なることに
なる。そうすると、一方のストリングと他方のストリングとの間で逆流を起こし、電力損
失が大きくなる。従って、本来有する電力を出力することができない。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２０１８／１７３２１６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この点に関し、特許文献１に記載の太陽電池モジュールは、単に複数のセル群を複雑に
接続したものに過ぎず、複数のセル群がそれぞれ接続された２つのストリングを並列に接
続したものではない。
【０００６】
　そこで、本発明は、１又は複数の太陽電池セルがそれぞれ直列に接続されて複数のセル
群が構成され、該複数のセル群がそれぞれ中間電極配線によって接続されて２つのストリ
ングが構成され、該２つのストリングが並列に接続される場合に、本来有する電力を出力
することができる太陽電池モジュールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明に係る太陽電池モジュールは、１又は複数の太陽電
池セルがそれぞれ直列に接続されて複数のセル群が構成され、該複数のセル群がそれぞれ
中間電極配線によって接続されて２つのストリングが構成され、該２つのストリングが並
列に接続された太陽電池モジュールであって、前記２つのストリングのうち、一方の第１
ストリングにおける前記太陽電池セルのセル数と、他方の第２ストリングにおける前記太
陽電池セルのセル数とが等しいことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、１又は複数の太陽電池セルがそれぞれ直列に接続されて複数のセル群
が構成され、該複数のセル群がそれぞれ中間電極配線によって接続されて２つのストリン
グが構成され、該２つのストリングが並列に接続される場合に、本来有する電力を出力す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施の形態に係る多角形状の太陽電池モジュールの例を概略的に示す平面図で
ある。
【図２】本実施の形態に係る多角形状の太陽電池モジュールの例を概略的に示す平面図で
ある。
【図３Ａ】本実施の形態に係る矩形状の太陽電池モジュールの例を概略的に示す平面図で
ある。
【図３Ｂ】本実施の形態に係る矩形状の太陽電池モジュールの例を概略的に示す平面図で
ある。
【図４】太陽電池モジュールにおける内部構造を示す縦断面図である。
【図５Ａ】本実施の形態に係る太陽電池モジュールとは異なる他の形態を概略的に示す平
面図である。
【図５Ｂ】本実施の形態に係る太陽電池モジュールとは異なる他の形態を概略的に示す平
面図である。
【図５Ｃ】本実施の形態に係る太陽電池モジュールとは異なる他の形態を概略的に示す平
面図である。
【図５Ｄ】本実施の形態に係る太陽電池モジュールとは異なる他の形態を概略的に示す平
面図である。
【図６】太陽電池モジュールを設置した屋根を概略的に示す平面図である。
【図７】図６に示す屋根の設置面に設置されている太陽電池モジュール及び矩形状の太陽
電池モジュールを設置するモジュール設置領域を概略的に示す平面図である。
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【図８Ａ】図３Ｂに示す太陽電池モジュールの他の例を示す平面図である。
【図８Ｂ】図３Ｂに示す太陽電池モジュールのさらに他の例を示す平面図である。
【図８Ｃ】図５Ａに示す太陽電池モジュールを示す平面図である。
【図９】図１に示す太陽電池モジュールの他の例を示す平面図である。
【図１０Ａ】図８Ａに示す太陽電池モジュールを３段３列で並設した並設パターンを示す
平面図である。
【図１０Ｂ】図８Ａに示す太陽電池モジュールを２段２列と図８Ｂに示す太陽電池モジュ
ールを２段１列とで並設した並設パターンを示す平面図である。
【図１０Ｃ】図８Ａに示す太陽電池モジュールを２段３列と図８Ｃに示す太陽電池モジュ
ールを２段１列とで並設した並設パターンを示す平面図である。
【図１０Ｄ】図８Ｂに示す太陽電池モジュールを２段４列と図８Ｃに示す太陽電池モジュ
ールを１段４列とで並設した並設パターンを示す平面図である。
【図１１Ａ】図７に示す設置パターンとは別の設置パターンを示す平面図である。
【図１１Ｂ】図７に示す設置パターンとは別の設置パターンを示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る実施の形態について図面を参照しながら説明する。以下の説明では
、同一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称及び機能も同じである。従って
、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００１１】
　図１及び図２並びに図３Ａ、図３Ｂは、本実施の形態に係る太陽電池モジュールＭ１，
Ｍ２の例を概略的に示す平面図である。図１及び図２では、それぞれ、太陽電池モジュー
ル本体３０が直角の角部及び直角以外の角度の角部を有する多角形状（例えば五角形状、
台形状や三角形状）の太陽電池モジュールＭ１の一例及び他の例を示している。図３Ａ及
び図３Ｂでは、太陽電池モジュール本体３０が矩形状の太陽電池モジュールＭ２の一例に
おいて極性が反転するようにした例を示している。なお、図１及び図２に示す太陽電池モ
ジュールＭ１において、極性が反転するように構成してもよい。図４は、太陽電池モジュ
ールＭ１，Ｍ２における内部構造を示す縦断面図である。
【００１２】
　太陽電池モジュールＭ１，Ｍ２は、図１及び図２並びに図３Ａ、図３Ｂに示すように、
互いに並列に接続された２つのストリングＳ（１），Ｓ（２）を備えている。２つのスト
リングＳ（１），Ｓ（２）は、それぞれ、複数のセル群ＣＧ（１，１）～ＣＧ（１，ｎ１
），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）（ｎ１，ｎ２は２以上の整数）を備えている。図
１及び図２に示す太陽電池モジュールＭ１では、ｎ１＝２、ｎ２＝４であり、図３Ａ、図
３Ｂに示す太陽電池モジュールＭ２では、ｎ１＝３、ｎ２＝３である。
【００１３】
　セル群ＣＧ（１，１）～ＣＧ（１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）は、そ
れぞれ中間電極配線Ｌａ～Ｌａ（バスバー）によって接続されている。セル群ＣＧ（１，
１）～ＣＧ（１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）は、１又は複数の太陽電池
セルＣ，Ｃ～Ｃ（以下、単にＣで表す。）を備えている。セル群ＣＧ（１，１）～ＣＧ（
１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）において、太陽電池セルＣは、直列に接
続されている。
【００１４】
　本実施の形態では、太陽電池モジュールＭ１，Ｍ２における太陽電池セルＣは、１６０
ｍｍ角程度の大きさの太陽電池セル基板を２分割したものを例示している。すなわち、分
割後の太陽電池セルＣは、全体として１６０ｍｍ×８０ｍｍ角程度の大きさに形成されて
いる。
【００１５】
　太陽電池セルＣは、図４に示すように、表面電極３１と裏面電極３２とを備えている。
表面電極３１は、バスバー電極３１ａと、図示を省略したフィンガー電極とから構成され
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ている。バスバー電極３１ａは、帯状のものであり、太陽電池セルＣの表面において列設
方向Ｘに直線的に形成されている。フィンガー電極は、バスバー電極３１ａの両側縁から
列設方向Ｘに直交する直交方向Ｙに櫛歯状に延びて多数に形成されている。フィンガー電
極は、互いに一定の間隔をあけて、太陽電池セルＣの受光面全体を網羅するようにパター
ン形成されている。また、裏面電極３２は、太陽電池セルＣの裏面において列設方向Ｘに
直線的に帯状となるように形成されており、バスバー電極３１ａと表裏対向するように設
けられている。
【００１６】
　太陽電池モジュールＭ１，Ｍ２は、太陽電池セルＣと、配線材３３（インターコネクタ
）と、透光性基板３４と、保護部材３５とを備えている。太陽電池セルＣは、表面電極３
１と裏面電極３２とを備えている。配線材３３は、一の太陽電池セルＣの表面電極３１の
バスバー電極３１ａと他の太陽電池セルＣの裏面電極３２とに接続されて隣り合う太陽電
池セルＣ，Ｃ同士を直列に接続する配線材である。透光性基板３４は、太陽電池セルＣの
表面側（図４では上側）に対向するように設けられている。保護部材３５は、太陽電池セ
ルＣの裏面側（図４では下側）に対向するように設けられている。
【００１７】
　太陽電池モジュールＭ１，Ｍ２は、太陽電池セルＣと配線材３３とが透光性の封止材３
６によって透光性基板３４と保護部材３５との間に封止された構造となっている。配線材
３３は、細長い短冊状に形成された基材の外表面に半田がコーティング（半田メッキ処理
）された構成となっている。基材の材質としては特に限定されないが、例えば銅等の金属
を用いることができる。
【００１８】
　配線材３３の一方側（図４では左側）が太陽電池セルＣの表面のバスバー電極３１ａに
半田接続されている。配線材３３の他方側（図４では右側）が隣接する太陽電池セルＣ裏
面の裏面電極３２に半田接続されている。なお、本実施の形態では、太陽電池セルＣにバ
スバー電極３１ａを５本形成しているが、１本又は平行に２本から４本若しくは６本以上
形成される場合もある。この場合には、裏面電極３２も１本又は平行に２本から４本若し
くは６本以上形成され、配線材３３～３３も、１本又は平行に２本から４本若しくは６本
以上使用される。
【００１９】
　そして、２つのストリングＳ（１），Ｓ（２）のうち、一方の第１ストリングＳ（１）
における太陽電池セルＣのセル数と、他方の第２ストリングＳ（２）における太陽電池セ
ルＣのセル数とが等しい。図１及び図２に示す例では第１ストリングＳ（１）及び第２ス
トリングＳ（２）のそれぞれのセル数は、何れも８個である。図３Ａ、図３Ｂに示す例で
は第１ストリングＳ（１）及び第２ストリングＳ（２）のそれぞれのセル数は、何れも３
０個である。
【００２０】
　本実施の形態によれば、第１ストリングＳ（１）における太陽電池セルＣのセル数と、
第２ストリングＳ（２）における太陽電池セルＣのセル数とが等しいので、一方のストリ
ングＳ（１）と他方のストリングＳ（２）とで電圧を同じにすることができる。これによ
り、一方のストリングＳ（１）と他方のストリングＳ（２）との間での逆流の発生を回避
することができ、電力損失を効果的に防止することができる。従って、本来有する電力を
出力することができる。
【００２１】
　（第１実施形態）
　本実施の形態において、図１及び図２並びに図３Ａ、図３Ｂに示すように、第１ストリ
ングＳ（１）における太陽電池セルＣ及び第２ストリングＳ（２）における太陽電池セル
Ｃは、太陽電池モジュール本体３０の所定の列設方向Ｘに列設されている。第１ストリン
グＳ（１）及び第２ストリングＳ（２）は、直交方向Ｙに並設されている。第１ストリン
グＳ（１）及び第２ストリングＳ（２）のそれぞれにおいて、セル群ＣＧ（１，１）～Ｃ
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Ｇ（１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）が直交方向Ｙに並設されている。セ
ル群ＣＧ（１，１）～ＣＧ（１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）の少なくと
も一方側に接続される端部電極配線Ｌｂ～Ｌｂ（バスバー）は、太陽電池モジュール本体
３０の列設方向Ｘにおける少なくとも一方側の端部に設けられている。図１及び図２に示
す例ではセル群ＣＧ（１，１）～ＣＧ（１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）
の両側に接続される端部電極配線Ｌｂ～Ｌｂが太陽電池モジュール本体３０の列設方向Ｘ
における片側（Ｘ１）の端部に設けられている。図３Ａ、図３Ｂに示す例ではセル群ＣＧ
（１，１）～ＣＧ（１，ｎ１），ＣＧ（２，１）～ＣＧ（２，ｎ２）の両側に接続される
端部電極配線Ｌｂ～Ｌｂが太陽電池モジュール本体３０の列設方向Ｘにおける両側（Ｘ１
，Ｘ２）の端部に設けられている。
【００２２】
　図１に示す例では、セル群ＣＧ（１，１）の端部電極配線Ｌｂとセル群ＣＧ（２，ｎ２
）の端部電極配線Ｌｂとが接続用電極配線Ｌｃ１に接続されている。セル群ＣＧ（１，ｎ
１）とセル群ＣＧ（２，１）との端部電極配線Ｌｂが接続用電極配線Ｌｃ２に接続されて
いる。図２に示す例では、セル群ＣＧ（１，１）の端部電極配線Ｌｂとセル群ＣＧ（２，
１）の端部電極配線Ｌｂとが接続用電極配線Ｌｃ１に接続されている。セル群ＣＧ（１，
ｎ１）の端部電極配線Ｌｂとセル群ＣＧ（２，ｎ２）の端部電極配線Ｌｂとが接続用電極
配線Ｌｃ２に接続されている。図３Ａ及び図３Ｂに示す例では、セル群ＣＧ（１，１）の
端部電極配線Ｌｂとセル群ＣＧ（２，ｎ２）の端部電極配線Ｌｂとが接続用電極配線Ｌｃ
１，Ｌｃ２に接続されている。セル群ＣＧ（１，ｎ１）とセル群ＣＧ（２，１）との端部
電極配線Ｌｂが接続用電極配線Ｌｃ２，Ｌｃ１に接続されている。なお、図１及び図２に
示す例において、太陽電池モジュール本体３０の列設方向Ｘにおける両側（Ｘ１，Ｘ２）
の端部から出力するようにしてもよい。また、図３Ａ及び図３Ｂに示す例において、太陽
電池モジュール本体３０の列設方向Ｘにおける片側の端部から出力するようにしてもよい
。
【００２３】
　（第２実施形態）
　本実施の形態において、太陽電池モジュール本体３０の列設方向Ｘにおける一方側（Ｘ
１）の端部に設けられる端部電極配線Ｌｂが直交方向Ｙに沿って設けられている。こうす
ることで、列設方向Ｘにおいて太陽電池モジュール本体３０をコンパクト化させることが
できる。
【００２４】
　（第３実施形態）
　本実施の形態において、第１ストリングＳ（１）及び第２ストリングＳ（２）における
太陽電池セルＣ～Ｃのうち少なくとも１つが分割セルで構成されている。ここで、分割セ
ルとは、標準サイズのセル（太陽電池用ウェハ１枚分のセル、フルセルともいう。）を分
割した小型のセルをいう。分割セルとしては、標準サイズのセルを半分に分割したもの（
ハーフセル）、１／４に分割したものを例示できる。従って、セル１枚当たりの電流の電
流値を減少（ハーフセルの場合、半減）させることができ、それだけ、太陽電池モジュー
ルの電力損失を減少させることができる。この例では、太陽電池セルＣ～Ｃは、ハーフセ
ルである。
【００２５】
　（第４実施形態）
　図１及び図２に示す例では、太陽電池モジュールＭ１は、太陽電池モジュール本体３０
が直角の角部及び直角以外の角度の角部を有する多角形状に形成されている。多角形状と
しては、例えば３つの直角の角部を有する五角形状、２つの直角の角部を有する四角形状
又は直角三角形状を例示でき、この例では、多角形状は、３つの直角の角部を有する五角
形状とされている。こうすることで、太陽電池モジュールＭ１を適用する用途を広げるこ
とができる。
【００２６】
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　図１及び図２に示す例では、太陽電池モジュールＭ１は、多角形状が、３つの直角の角
部を有する五角形状、２つの直角の角部を有する四角形状又は直角三角形状であるで、直
角以外の角度の角部を有する屋根（例えば寄せ棟屋根等の屋根）に合わせて、五角形状、
四角形状又は直角三角形状の太陽電池モジュールを設けることができる。これにより、直
角以外の角度の角部を有する屋根（例えば寄せ棟屋根等の屋根）に効率良く設けることが
できる。
【００２７】
　（その他の太陽電池モジュールの形態）
　図５Ａから図５Ｄは、本実施の形態に係る太陽電池モジュールＭ１，Ｍ２とは異なる他
の形態を概略的に示す平面図である。図５Ａから図５Ｄでは、太陽電池モジュール本体３
０ｘが矩形状の太陽電池モジュールＭｘにおいて複数のストリングＳｘ（１）～Ｓｘ（ｍ
）（ｍは２以上の整数）を直列に接続した例を示している。
【００２８】
　太陽電池モジュールＭｘは、図５Ａから図５Ｄに示すように、互いに直列に接続された
複数のストリングＳｘ（１）～Ｓｘ（ｍ）を備えている。図５Ａから図５Ｄに示す太陽電
池モジュールＭｘでは、ｍ＝３である。複数のストリングＳ（１）～Ｓ（ｍ）は、それぞ
れ、２つのセル群ＣＧｘ（１，１）～ＣＧｘ（１，２），ＣＧｘ（ｍ，１）～ＣＧｘ（ｍ
，２）を備えている。
【００２９】
　セル群ＣＧｘ（１，１）～ＣＧｘ（１，２），ＣＧｘ（ｍ，１）～ＣＧｘ（ｍ，２）は
、それぞれ中間電極配線Ｌａ～Ｌａ（バスバー）によって接続されている。セル群ＣＧｘ
（１，１）～ＣＧｘ（１，２），ＣＧｘ（ｍ，１）～ＣＧｘ（ｍ，２）は、１又は複数の
太陽電池セルＣを備えている。セル群ＣＧｘ（１，１）～ＣＧｘ（１，２），ＣＧｘ（ｍ
，１）～ＣＧｘ（ｍ，２）において、太陽電池セルＣは、直列に接続されている。２つの
セル群ＣＧｘ（１，１）～ＣＧｘ（１，２），ＣＧｘ（ｍ，１）～ＣＧｘ（ｍ，２）は、
中間電極配線Ｌａ～Ｌａによって並列に接続されている。
【００３０】
　複数のストリングＳｘ（１）～Ｓｘ（ｍ）は、直交方向Ｙに並設されている。複数のス
トリングＳｘ（１）～Ｓｘ（ｍ）のそれぞれにおいて、セル群ＣＧｘ（１，１）～ＣＧｘ
（１，２），ＣＧｘ（ｍ，１）～ＣＧｘ（ｍ，２）が直交方向Ｙに並設されている。複数
のストリングＳｘ（１）～Ｓｘ（ｍ）は、それぞれ端部電極配線Ｌｂ～Ｌｂ（バスバー）
によって直列に接続されている。
【００３１】
　なお、太陽電池モジュールＭｘにおける内部構造は、図４に示す太陽電池モジュールＭ
１，Ｍ２における内部構造と同様であり、ここでは説明を省略する。
【００３２】
　〔太陽電池モジュールの態様〕
　図５Ａに示す太陽電池モジュールＭｘでは、正極性又は負極性（この例では正極性）の
端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける一方側（Ｘ１）の端部の直交方向Ｙにおける一
方側（Ｙ１）でストリングＳｘ（１）に設けられている。もう一方の極性（この例では負
極性）の端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける他方側（Ｘ２）の端部の直交方向Ｙに
おける他方側（Ｙ２）でストリングＳｘ（ｍ）に設けられている。
【００３３】
　図５Ｂに示す太陽電池モジュールＭｘでは、正極性又は負極性（この例では正極性）の
端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける他方側（Ｘ２）の端部の直交方向Ｙにおける一
方側（Ｙ１）でストリングＳｘ（１）に設けられている。もう一方の極性（この例では負
極性）の端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける一方側（Ｘ１）の端部の直交方向Ｙに
おける他方側（Ｙ２）でストリングＳｘ（ｍ）に設けられている。
【００３４】
　図５Ｃに示す太陽電池モジュールＭｘでは、正極性又は負極性（この例では正極性）の
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端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける一方側（Ｘ１）の端部の直交方向Ｙにおける一
方側（Ｙ１）でストリングＳｘ（１）に設けられている。もう一方の極性（この例では負
極性）の端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける他方側（Ｘ２）の端部の直交方向Ｙに
おける中央部でストリングＳｘ（２）に設けられている。
【００３５】
　図５Ｄに示す太陽電池モジュールＭｘでは、正極性又は負極性（この例では正極性）の
端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける他方側（Ｘ２）の端部の直交方向Ｙにおける中
央部でストリングＳｘ（２）に設けられている。もう一方の極性（この例では負極性）の
端部電極配線Ｌｂは、列設方向Ｘにおける一方側（Ｘ１）の端部の直交方向Ｙにおける一
方側（Ｙ１）でストリングＳｘ（１）に設けられている。
【００３６】
　（第５実施形態）
　〔太陽電池モジュールの屋根への設置〕
　図６は、太陽電池モジュールＭ１，Ｍ２，Ｍｘを設置した屋根１０を概略的に示す平面
図である。図７は、図６に示す屋根１０の設置面αに設置されている太陽電池モジュール
Ｍ１，Ｍ２及び矩形状の太陽電池モジュールＭ２並びにモジュール設置領域βを概略的に
示す平面図である。
【００３７】
　図８Ａ及び図８Ｂは、それぞれ、図３Ｂに示す太陽電池モジュールＭ２の他の例及びさ
らに他の例を示す平面図である。図８Ｃは、図５Ａに示す太陽電池モジュールＭｘを示す
平面図である。図９は、図１に示す太陽電池モジュールＭ１の他の例を示す平面図である
。
【００３８】
　図８Ａ及び図８Ｂに示す太陽電池モジュールＭ２１，Ｍ２２は、それぞれ、図３Ｂに示
す太陽電池モジュールＭ２においてセル群ＣＧ（１，１）～ＣＧ（１，ｎ１），ＣＧ（２
，１）～ＣＧ（２，ｎ２）の太陽電池セルＣのセル数を９枚及び７枚にした２つの太陽電
池モジュールＭ２，Ｍ２を直列に接続したものである。図８Ａに示す太陽電池モジュール
Ｍ２１では、直列に接続したフルセル５４枚相当（ハーフセル１０８枚）の電力を出力す
ることができる〔５４直相当（ハーフセル１０８枚）〕。図８Ｂに示す太陽電池モジュー
ルＭ２２では、直列に接続したフルセル４２枚相当（ハーフセル８４枚）の電力を出力す
ることができる〔４２直相当（ハーフセル８４枚）〕。
【００３９】
　図８Ｃに示す太陽電池モジュールＭｘは、図５Ａに示す太陽電池モジュールＭｘと同じ
ものである。図８Ｃに示す太陽電池モジュールＭｘ（図５Ａに示す太陽電池モジュールＭ
ｘ）では、直列に接続したフルセル３０枚相当（ハーフセル６０枚）の電力を出力するこ
とができる〔３０直相当（ハーフセル６０枚）〕。
【００４０】
　図９に示す太陽電池モジュールＭ１は、図１に示す太陽電池モジュールＭ１において直
交方向Ｙの中央を通る列設方向Ｘに沿った中央軸線を基準に線対称としたものである。図
９に示す太陽電池モジュールＭ１では、直列に接続したフルセル２０枚相当（ハーフセル
４０枚）の電力を出力することができる〔２０直相当（ハーフセル４０枚）〕。
【００４１】
　（太陽電池モジュールの並設パターン）
　図１０Ａは、図８Ａに示す太陽電池モジュールＭ２１を３段３列で並設した並設パター
ンＰＴａ１を示す平面図である。図１０Ｂは、図８Ａに示す太陽電池モジュールＭ２１を
２段２列と図８Ｂに示す太陽電池モジュールＭ２２を２段１列とで並設した並設パターン
ＰＴａ２を示す平面図である。図１０Ｃは、図８Ａに示す太陽電池モジュールＭ２１を２
段３列と図８Ｃに示す太陽電池モジュールＭｘを２段１列とで並設した並設パターンＰＴ
ａ３を示す平面図である。図１０Ｄは、図８Ｂに示す太陽電池モジュールＭ２２を２段４
列と図８Ｃに示す太陽電池モジュールＭｘを１段４列とで並設した並設パターンＰＴａ４
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を示す平面図である。
【００４２】
　図１０Ａに示す並設パターンＰＴａ１では、直列に接続したフルセル５４枚相当（ハー
フセル１０８枚）を３段３列にした電力を出力することができる。図１０Ｂに示す並設パ
ターンＰＴａ２では、直列に接続したフルセル５４枚相当（ハーフセル１０８枚）を２段
２列、直列に接続したフルセル４２枚相当（ハーフセル８４枚）を２段１列にした電力を
出力することができる。図１０Ｃに示す並設パターンＰＴａ３では、直列に接続したフル
セル５４枚相当（ハーフセル１０８枚）を２段３列、直列に接続したフルセル３０枚相当
（ハーフセル６０枚）を２段１列にした電力を出力することができる。図１０Ｄに示す並
設パターンＰＴａ４では、直列に接続したフルセル４２枚相当（ハーフセル８４枚）を２
段４列、直列に接続したフルセル３０枚相当（ハーフセル６０枚）を１段４列にした電力
を出力することができる。
【００４３】
　図１１Ａ及び図１１Ｂは、図７に示す設置パターンＰＴｂ１とは別の設置パターンＰＴ
ｂ２，ＰＴｂ３を示す平面図である。
【００４４】
　図１１Ａに示す設置パターンＰＴｂ２は、図７に示す設置パターンＰＴｂ１においてモ
ジュール設置領域βの両側の図３Ａに示す矩形状の太陽電池モジュールＭ２に代えて図８
Ｃに示す矩形状の太陽電池モジュールＭｘを設置し、モジュール設置領域βに図８Ａに示
す矩形状の太陽電池モジュールＭ２１を設置したものである。図１１に示す設置パターン
ＰＴｂ２では、直列に接続したフルセル５４枚相当（ハーフセル１０８枚）のもの３個、
直列に接続したフルセル３０枚相当（ハーフセル６０枚）のもの６個、直列に接続したフ
ルセル２０枚相当（ハーフセル４０枚）のもの６個を並設した電力を出力することができ
る〔５４直相当（ハーフセル１０８枚）＆３０直相当（ハーフセル６０枚）＆五角形２０
直相当（ハーフセル４０枚）３段〕。
【００４５】
　図１１Ｂに示す設置パターンＰＴｂ３は、図７に示す設置パターンＰＴｂ１においてモ
ジュール設置領域βの両側の図３Ａに示す矩形状の太陽電池モジュールＭ２に代えて図８
Ｃに示す矩形状の太陽電池モジュールＭｘを設置し、モジュール設置領域βに図８Ｂに示
す矩形状の太陽電池モジュールＭ２２を設置したものである。図１２に示す設置パターン
ＰＴｂ３では、直列に接続したフルセル４２枚相当（ハーフセル８４枚）のもの３個、直
列に接続したフルセル３０枚相当（ハーフセル６０枚）のもの６個、直列に接続したフル
セル２０枚相当（ハーフセル４０枚）のもの６個を並設した電力を出力することができる
〔４２直相当（ハーフセル８４枚）＆３０直相当（ハーフセル６０枚）＆五角形２０直相
当（ハーフセル４０枚）３段〕。
【００４６】
　（その他の実施形態）
　第１実施形態から第５実施形態では、太陽電池セルとして、標準サイズのセル（フルセ
ル）を半分に分割したものを用いたが、１／４に分割したものであってもよいし、フルセ
ルのものであってもよい。
【００４７】
　また、第１実施形態から第５実施形態では、受光面及び受光面の反対側の裏面の双方に
電極が形成された単結晶型太陽電池モジュールに適用したが、受光面の反対側の裏面にｐ
型電極及びｎ型電極が形成された裏面電極型太陽電池モジュール（いわゆるバックコンタ
クト型太陽電池モジュール）に適用してもよい。
【００４８】
　本発明は、以上説明した実施の形態に限定されるものではなく、他のいろいろな形で実
施することができる。そのため、係る実施の形態はあらゆる点で単なる例示にすぎず、限
定的に解釈してはならない。本発明の範囲は請求の範囲によって示すものであって、明細
書本文には、なんら拘束されない。さらに、請求の範囲の均等範囲に属する変形や変更は
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【符号の説明】
【００４９】
１０　　　屋根
３０　　　太陽電池モジュール本体
Ｃ　　　　太陽電池セル
ＣＧ　　　セル群
Ｌａ　　　中間電極配線
Ｌｂ　　　端部電極配線
Ｌｃ　　　接続用電極配線
Ｍ１　　　太陽電池モジュール
Ｍ２　　　太陽電池モジュール
Ｍ２１　　太陽電池モジュール
Ｍ２２　　太陽電池モジュール
ＰＴａ１　並設パターン
ＰＴａ２　並設パターン
ＰＴａ３　並設パターン
ＰＴａ４　並設パターン
ＰＴｂ１　設置パターン
ＰＴｂ２　設置パターン
ＰＴｂ３　設置パターン
Ｓ　　　　ストリング
Ｘ　　　　列設方向
Ｙ　　　　直交方向
α　　　　設置面
β　　　　モジュール設置領域
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【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図５Ｃ】
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【図５Ｄ】 【図６】

【図７】 【図８Ａ】
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【図８Ｂ】 【図８Ｃ】

【図９】

【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】
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【図１０Ｃ】 【図１０Ｄ】

【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】
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